
０７春闘、業種別回答結果
（４月３日現在、加重平均。　単位＝円、％、歳）

社数 額 率 基準内賃金 平均年齢

製造業の平均 149 5,594 1.81 307,781 38.0
食　　品 18 5,413 1.84 293,285 34.8
繊　　維 16 6,075 2.05 294,842 37.9

紙・パルプ 6 4,623 1.50 309,851 40.0
化　　学 20 5,512 1.70 326,801 39.1
ゴ　　ム 6 5,353 1.81 294,501 39.2
窒　　業 5 5,463 1.72 313,655 39.4
鉄　　鋼 5 3,724 1.25 296,024 35.0

非鉄・金属製品 6 5,046 1.68 295,847 38.4
機　　械 28 6,353 2.03 310,559 38.3
電 　 　 機 9 7 ,1 19 2 .14 32 8 ,0 92 38 .2
造　　船 4 6,344 1.94 326,197 40.3
自動車・部品 12 5,225 1.83 283,967 37.7

輸送機器 3 5,356 1.75 305,831 40.0
精密機械 6 5,636 1.98 290,563 38.0
印　　刷 2 4,720 1.87 251,001 34.9
雑貨・その他 2 9,649 2.61 365,138 37.0

07年４月16日付「日経」

世
間
に
お
け
る

春
闘
の
結
果

07
春
闘
の
回
答
水
準
に
つ

い
て
調
査
を
し
ま
し
た
。

①
日
経
（
４/

15
付
）

製
造
業
１
４
９
社
平
均
額

５
５
９
４
円
（
１
・
８
％
）

昨
年
比+

９
８
円

（
平
均
賃
金
＝
３
０
万
７
７

８
１
円
、
平
均
年
齢
38
・
０

歳
、
昨
年
の
賃
上
顎
＝
５
４

９
６
円
）

②
連
合
（
４/

12
発
表
）

２
３
６
６
組
合
の
加
重
平

均
額
は
５
８
４
７
円
（
１
・

93
％
）
対
前
年
比+

３
０
４

円③
春
闘
共
闘
（
４/

10
発
表
）

２
７
４
組
合
の
加
重
平
均

額
は
６
７
８
１
円
（
２
・
04

％
）
対
前
年
比+

６
５
４
円

（
０
・
04
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

電
機
産
業
の
平
均

２
・
14
％
賃
上
げ

日
経
の
報
道
に
よ
る
と
、

電
機
産
業
の
９
社
の
平
均

賃
上
げ
は
２
・
14
％
の
７

１
１
９
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ル
ネ
サ
ス
の
平
均
賃

上
げ
額
が
公
表
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
世
間
並
み
の

賃
上
げ
を
実
現
さ
せ
た
い

も
の
で
す
。

2007年5月9日 むさしNet 第84号 (1）

１
・
８
％
の
賃
上
げ
に
！

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす

（連絡先） ルネサス武蔵の会

＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男

＊電話・FAX ; 042-394-0937

＊ﾒｰﾙ;musashinet@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

07
年
春
闘
、
製
造
業
の
平
均

＊
今
年
の
春
闘
の

特
徴
に
初
任
給
の

引
き
上
げ
が
あ
り

ま
し
た
。
電
機
各

社
も
「
高
卒
で
１

０
０
０
円
」
「
学

部
卒
で
１
５
０
０
円
」

「
修
士
卒
で
２
０
０
０

円
」
の
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
で

は
「
初
任
給
引
き
上
げ

の
動
き
は
、
採
用
競
争

が
過
熱
気
味
に
な
り
給

与
水
準
を
上
げ
な
け
れ

ば
優
秀
な
人
材
を
確
保

し
に
く
い
状
況
」
と
指

摘
す
る
一
方
「
既
存
社

員
と
の
賃
金
バ
ラ
ン
ス

が
く
ず
れ
、
調
整
に
時

間
が
か
か
る
」
「
一
時

的
に
若
手
社
員
の
不
満

が
高
ま
る
可
能
性
も
あ

る
」
と
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
初
任
給
の
引
き
上

げ
も
大
切
で
す
が
、
入
社

し
て
か
ら
の
給
与
も
平
均

的
に
増
額
を
す
る
こ
と
も

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

集 積 回 路



０６年の世界ランキング
順　位 企業名 売上高 率

06年 05年 （国名） (百万ドル) (前年比)

1 1  インテル（米） 30,437 ▼12.0

2 2  サムスン（韓） 20,138 9.8

3 3  Ｔ Ｉ （米） 11,984 18.4

4 6  ｲﾝﾌｨﾆｵﾝ（独） 10,533 28.4

5 5  ＳＴマイクロ(仏伊) 9,854 10.9

6 4 東　　芝 9,783 8.9

7 9 ハイニックス(韓) 8,007 39.9

8 7 ルネサス 7,900 ▼2.5

9 14  ＡＭＤ（米） 7,434 86.1

10 11 フリースケール(米) 6,049 8.0

 （注）米調査会社ガートナーの発表値

　　▼は赤字またはマイナス。

07年4月11日付「日経産業」より

売
上
げ
、
10
・
２
％
増

米
調
査
会
社
の
ガ
ー
ト
ナ
ー
は
、
06
年
の
世
界
半
導
体
市

場
の
売
上
げ
が
05
年
比
10
・
２
％
増
の
２
６
２
７
億
ド
ル

（
約
30
兆
５
６
０
０
億
円
、
１
ド
ル
＝
１
１
６
・
３
４
円
で

換
算
）
と
な
っ
た
と
発
表
を
し
ま
し
た
。

日
本
国
内
の
企
業
は
、
東
芝
が
４
位
か
ら
６
位
に
後
退
し
、

ル
ネ
サ
ス
も
７
位
か
ら
８
位
に
後
退
し
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｒ
Ａ

Ｍ
専
業
の
エ
ル
ピ
ー
ダ
は
、
27
位
か
ら
20
位
に
躍
進
を
し
て

い
ま
す
。

（
07
年
４
月
11
日
付
「
日
経
産
業
新
聞
」
）
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電機連合の闘いを考察

（１）賃上げ（ベースアップ）の
内容を大きく変質させた

今春闘電機連合は、春闘の歴史を変質さ

せる新たなステージに踏み込んだ感があり

ます。先ず、従来では賃上げとはいえない

各種是正分を含めた合計額を賃上げ相当分

と認めたことです。もちろん批判もあるこ

とから、改善額と是正分に分けて公表して

います。是正分には、子育て支援（松下・

東芝）から、教育費用（富士通）、処遇制

度の見直し（日立）など様々です。

（２）統一闘争からの後退

昨春闘のハドメをめぐっての混乱への反

省からか、今春闘では当初から統一回答を

設定しない方向が模索されました。回答指

定日の一週間前から早々と５００円の最低

改善額と是正分を含めて１０００円のすり

合わせが行われました。さらに、回答不満

の場合の実力行使についての転換です。従

来の戦術である「２４時間スト」から、

「無期限の時間外・休日出勤拒否」へと変

えました。ここにも、「闘わない春闘」へ

のより一層の後退が象徴的にみられます。

（３）「春闘崩壊」が進む
職場の取り組み

電機各職場での、「春闘崩壊」現象が進

んでいます。すでに、組合のビラからは

「春闘」という言葉が死語になりつつあり

ます。春闘での職場集会への取り組みも大

きく後退しています。かつては、組合の統

率のもとで、全組合員の総決起集会がもた

れていましたが、今では形だけの集会になっ

ています。また、ネットを通じての報告配

信と意見の吸い上げしか行われていない職

場も増えています。

（４）連合路線からも
逸脱する電機連合

今春闘連合では、「社会的格差是正」や

パート労働者などの賃上げの課題にも取り

組みました。しかし、電機連合では非正規

労働者の労働条件の改善や正規社員への登

用、パート労働者の賃上げなどの具体的な

取り組みがほとんどみられませんでした。



強
行
採
決
で
可
決

国
の
最
高
法
規
で
あ
る
憲
法
を

変
え
る
為
の
手
続
き
法
案
「
国
民

投
票
法
案
」
が
、
衆
議
院
で
４
月

12
日
委
員
会
で
強
行
採
決
さ
れ
、

本
会
議
13
日
に
自
民
党
、
公
明
党

に
よ
っ
て
裁
決
さ
れ
参
議
院
へ
送

ら
れ
ま
し
た
。

改
憲
勢
力
は
憲
法
９
条
を
変
え

て
、
日
本
を
戦
争
の
で
き
る
国
へ

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
２
０
０

０
万
人
と
い
う
多
く
の
犠
牲
の
う

え
に
作
ら
れ
た
現
憲
法
は
、
戦
争
の

放
棄
を
う
た
い
、
武
力
の
行
使
を
認

め
ま
せ
ん
。
そ
の
お
か
げ
で
戦
後
62

年
間
戦
争
で
人
を
殺
す
こ
と
も
、
殺

さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
く
平
和
の
日

本
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

の
同
盟
国
と
し
て
、
ア
フ
ガ
ン
戦
争

や
イ
ラ
ク
戦
争
に
自
衛
隊
が
派
遣
さ

れ
て
も
武
器
を
も
っ
て
闘
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
改
憲
勢
力
は
憲
法
違
反
の

自
衛
隊
を
、
憲
法
を
変
え
て
合
法
化

さ
れ
た
軍
隊
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
憲
法
を
変
え
る
為
に
は
、
第
96

条
で
「
各
議
院
の
総
議
員
の
３
分
の

２
以
上
の
賛
成
で
国
会
が
こ
れ
を
発

議
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
「
国
民
投
票
法
案
」
で
す
。

有
権
者
の
２
割
で
も
成
立

憲
法
で
は
「
過
半
数
の
賛
成
で
成

立
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い

ま
国
会
へ
出
さ
れ
て
い
る

法
案
は
有
効
投
票
の
２
分

の
１
以
上
と
し
て
い
ま
す
。

成
立
に
必
要
な
最
低
投
票

率
に
つ
い
て
何
も
定
め
て

い
ま
せ
ん
。
外
国
で
は
投

票
総
数
の
２
分
の
１
以
上

が
常
識
で
す
。
最
近
の
さ

ま
ざ
ま
な
選
挙
は
投
票
率

が
50
％
に
満
た
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
有
権
者
の
２
割
台
で

も
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

カ
ネ
で
憲
法
を
う
ご
か
す

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
有
料
広

告
に
つ
い
て
は
、
投
票
前
２
週
間
を

禁
止
す
る
だ
け
で
す
。
改
憲
勢
力
に

は
財
界
が
つ
い
て
お
り
、
資
金
力
に

も
の
を
言
わ
せ
大
量
の
意
見
広
告
で

国
民
の
意
思
を
ゆ
が
め
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。

運
動
抑
制
の
最
た
る
も
の
が
「
地

位
利
用
」
を
口
実
に
し
た
公
務
員
・

教
育
者
の
国
民
投
票
運
動
を
憲
法
上

の
根
拠
も
示
せ
ず
禁
止
で
す
。

矛
盾
噴
出
で
答
弁
不
能
に
な
る
ほ

ど
の
中
味
ボ
ロ
ボ
ロ
で
国
民
主
権
を

侵
す
投
票
法
案
は
廃
案
に
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

（
Ｈ
）

2007年5月9日 むさしNet 第84号 (3)

◎
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
？
住
人
？

増
え
て
い
る
ん
だ
っ
て

寝
泊
り
す
る
の
？

こ
れ
っ
て
ど
う
い
う
事
？

◎
相
次
ぐ
保
険
金
不
払
い

今
一
度
よ
く
契
約
を
見
て
み
よ
う

そ
れ
で
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
な
！

休
憩
室

問
題
だ
ら
け
の
国
民
投
票
法
案



メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
て

久
し
ぶ
り
に
組
合
の
メ
ー

デ
ー
に
参
加
し
た
。
分
裂
以

来
で
あ
る
。
立
川
駅
南
口
を

降
り
て
歩
き
は
じ
め
て
ま
ず

驚
い
た
。
か
っ
て
は
メ
ー
デ
ー

会
場
へ
向
か
う
人
で
行
列
を

な
し
て
い
た
の
に
、
そ
れ
ら

し
き
人
が
全
然
い
な
い
。
無

料
バ
ス
が
ピ
ス
ト
ン
輸
送
す

る
と
か
で
皆
そ
れ
に
乗
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
三
多
摩
連
合

メ
ー
デ
ー
⑨
と
い
う
バ
ス
が

走
っ
て
い
た
。

第
一
部
の
式
典
１
時
間
は

民
主
党
の
各
議
員
の
あ
い
さ

つ
が
延
々
と
続
く
。
最
後
の

「
が
ん
ば
ろ
う
」
も
「
夏
の

参
議
院
選
挙
が
ん
ば
ろ
う
」

で
あ
る
。
い
ま
わ
た
し
た
ち

労
働
者
が
直
面
し
て
い
る
問

題
、
「
格
差
と
貧
困
」
「
労

働
法
制
改
悪
反
対
」
「
憲
法

改
悪
反
対
」
等
の
話
し
は
全

然
出
て
こ
な
い
。
選
挙
一
色

で
あ
る
。
労
働
者
の

集
会
な
の
か
、
政
党

の
決
起
集
会
な
の
か

わ
か
ら
な
い
ほ
ど
で

あ
る
。
参
加
し
た
人

は
「
い
つ
も
選
挙
・

選
挙
な
ん
だ
よ
」
と

ぼ
や
い
て
い
た
。
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
終
わ

る
と
い
っ
せ
い
に
半

分
以
上
の
人
達
が
帰
っ

て
し
ま
っ
た
。
豪
華

懸
賞
に
つ
ら
れ
て
数

あ
わ
せ
の
参
加
と
い

う
感
じ
で
あ
る
。
で

も
確
か
に
２
部
・
３
部
は
子

ど
も
連
れ
の
家
庭
サ
ー
ビ
ス

の
舞
台
で
あ
っ
た
が
、
こ
ど

も
の
い
な
い
人
達
は
居
る
必

要
の
な
い
内
容
と
い
え
る
。

あ
ま
り
に
様
変
わ
り
し
た
メ
ー

デ
ー
に
労
働
組
合
の
危
惧
を

感
じ
て
し
ま
っ
た
。

Ｍ

春
闘
が
終
わ
る
と

大
幅
増
益
と
発
表

今
年
の
春
闘
は
、
親
会
社

の
日
立
や
三
菱
電
機
よ
り
も

低
額
の
５
０
０
円
で
終
わ
っ

て
し
ま
い
不
満
の
声
が
で
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、

４
月
27
日
（
金
）
に
社
長
か

ら
全
社
員
に
メ
ー
ル
が
届
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

06
年
度
の
決
算
は
「
大
幅
増

益
に
な
り
ま
し
た
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。
年
間
一
時
金
も

４
・
７
ヶ
月
と
低
め
に
な
っ

て
い
ま
す
。
大
幅
増
益
で
あ

れ
ば
、
も
っ
と
社
員
に
還
元

を
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

（
Ｙ
）

職
場
だ
よ
り

2007年5月9日 むさしNet 第84号 (4)

絵

手

紙

で

ご

挨

拶

長時間労働の是正
本格的改善はこれから

長時間労働について12月には労使で

「活力ある職場づくり労使委員会」が設

置され、対策が行なわれました。具体的

には「定時退勤日の徹底」「休日出勤ゼ

ロの日設定」「22時以降の残業をゼロに

する」「退勤から出勤までを11時間以上

を空ける」などです。その後、異常な長

時間労働の是正が一定程度進んでいるよ

うですが、開発職場では「高負担が継続

する」などの実態があり、本格的な改善

はこれからと言った状況です。（Ｔ）

こ
の
４
月
か

ら
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
の
医
師

が
増
員
に
な
り

ま
し
た
。
長
時

間
残
業
者
の
面
談
が
多
く

な
っ
て
い
る
現
状
に
対
応

を
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
社
員
の
た
め

に
も
良
か
っ
た
で
す
。
何

よ
り
も
残
業
を
減
ら
す
事

が
必
要
で
す
。

（
Ｔ
）

編集後記


